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は
じ
め
に

当
協
会
設
立
来
76
年
、
世
界
に
類
を
見
な

い
日
本
刀
文
化
の
普
及
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
傾
向
に
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
の
増
加
に
伴
う
世

界
的
な
日
本
文
化
へ
の
注
目
が
増
す
中
、
日

本
刀
文
化
発
信
の
好
機
と
と
ら
え
、
博
物
館

事
業
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
普
及
振
興
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．
公
益
目
的
事
業〈
伝
統
文
化
保
存
事
業
〉

（
１
）
博
物
館
事
業

①
展
示
活
動

　

刀
剣
博
物
館
を
運
営
し
、
今
年
度
は
下
表

の
と
お
り
展
示
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

刀
剣
類
の
入
門
や
研
究
に
適
し
た
書
籍
、
手

入
れ
用
具
、
刀
袋
、
袱
紗
な
ど
の
関
連
商
品

を
販
売
し
て
来
館
者
の
利
便
に
供
し
ま
す
。

随
時
学
芸
員
に
よ
る
解
説
も
行
い
、
知
識
の

普
及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、前
事
業
年
度（
令

和
５
年
度
）は
、
特
別
展
を
は
じ
め
と
し
来

館
者
が
１
日
に
800
人
を
超
え
る
日
も
あ
る
な

ど
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
今

後
も
集
客
力
の
あ
る
展
示
を
企
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
　

�

月
曜
日（
祝
日
は
開
館
、
翌
平

日
休
館
）及
び
年
末
年
始

入
館
料　
　

一
般　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

協
会
会
員　
　
　

七
〇
〇
円

　
　
　
　
　

学
生　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

特
別
展
は
別
途
料
金
を
設
定

②
鑑
賞
会
事
業

８
月
と
12
月
を
除
く
毎
月
第
２
土
曜
日
刀

剣
・
刀
装
具
類
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
、
広
く

参
加
を
募
り
、
実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し

て
も
ら
い
、
講
師
が
鑑
賞
指
導
を
行
い
能
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日
の
午

前
に
３
回
、
刀
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞

し
た
経
験
の
な
い
初
心
者
を
対
象
と
し
た「
日

本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
催
、
刀
剣
に

興
味
を
持
っ
た
方
に
鑑
賞
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
正
し
く
鑑
賞
す
る
こ

と
で
日
本
刀
は
怖
い
も
の
で
は
な
く
文
化
財

で
あ
り
、
優
れ
た
芸
術
品
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
い
、
初
心
者
が
鑑
賞
会
に
参
加

し
や
す
い
態
勢
に
い
た
し
ま
す
。

③
発
表
会
事
業

二
〇
二
四
年
度
現
代
刀
職
展
は
、
各
分
野

の
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
と
し
て
行
な
い
、
そ
の

結
果
の
発
表
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

伝
統
技
法
を
駆
使
し
た
、
現
代
作
家
の
優
秀

さ
を
広
く
社
会
に
周
知
し
、
伝
統
技
術
の
保

存
向
上
を
図
り
ま
す
。

会
期　

８
月
10
日
～
10
月
14
日

会
場　

刀
剣
博
物
館

展
示
内
容　

�

現
代
刀
職
展
の
出
品
作
品
及
び

無
鑑
査
認
定
者
の
作
品
展
示

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　

令
和
６
（
二
〇
二
四
）
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

会　　　期 名　　　　　称
2024年４月１日～４月14日� ※1 第69回重要刀剣等新指定展
2024年４月27日～６月16日 五ヶ伝と五ヵ国の日本刀
2024年６月29日～７月28日 第28回特別重要刀剣等新指定展
2024年８月10日～10月14日 2024年度現代刀職展　今に伝わるいにしえの技
2024年10月26日～12月22日 鏨の技巧　刀身彫刻と刀装具の世界（仮称）
2025年１月11日～２月24日 第70回重要刀剣等新指定展
2025年３月８日～３月31日� ※2 正秀・直胤・清麿　江戸三作の名刀（仮称）
※1　会期は2024年２月23日～４月14日  　※2　会期は2025年３月8日～５月11日
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５
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③
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会
長
が
委
嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及

び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

②
刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査
事
業

　

第
28
回
特
別
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
４

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
第
70
回
重
要
刀
剣

等
審
査
申
請
は
10
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で

各
々
受
け
付
け（
事
前
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
場
合
は
前
月
の
25
日
ま
で
、
書
面
の

場
合
は
前
月
の
７
日
ま
で
）、
各
々
審
査
会

を
開
催
し
、
指
定
さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書

を
発
行
し
ま
す
。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議

を
経
て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査

規
程
及
び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を

第
28
回
特
別
重
要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て

６
月
29
日
か
ら
７
月
28
日
ま
で
、
第
70
回
重

要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
５
年
１

月
11
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で
刀
剣
博
物
館
で

公
開
展
示
し
ま
す
。　

③
資
料
収
集
事
業

　

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、合
格
品
、

指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を
デ
ー
タ

で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
し
ま

す
。
特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い

て
は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設（
個
人
・
団
体
）に
職
員
を
派

遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押
形
の
採

取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、
あ

わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管
方
法
に
関
す

る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
収
集

し
た
資
料
は
適
宜
「
刀
剣
美
術
」
等
で
発
表

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
１
つ
の
目
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則
り
、
現

代
刀
職
展（
旧
新
作
名
刀
展
及
び
旧
刀
剣
研

磨
・
外
装
技
術
発
表
会
）の
審
査
結
果
を
踏

ま
え
て
対
象
者
を
無
鑑
査
に
認
定
し
ま
す
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
刀
家

の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
１
つ
の
目
標
と
な

り
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与
規
程
に
則
り
授

与
し
ま
す
。
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
伝
位
審

議
会
は
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
計
４

回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を
提
出

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
伝

位
を
授
与
し
ま
す
。
伝
位
授
与
者
は
広
報
誌

に
掲
載
し
ま
す
。

③
刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導

補
助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指
導

員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
指
導
員
、
指
導
補
助
員
は

広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

（
６
）
た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な
玉

鋼
の
確
保
の
た
め
に
、
た
た
ら
製
鉄
事
業
を

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
３
代
行
い
ま
す
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
６
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、そ
の
使
用
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
り
ま
す
。

（
７
）
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
81
カ
所
及
び
海
外
４
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て
刀

剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
と
し
ま
す
。
協

力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
相
当
と
判

断
し
た
場
合
は
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、

鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成

（
８
）
そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
し

ま
す
。

②
本
協
会
の
事
業
は
日
本
国
内
の
み
を
対
象

と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文
化
の

保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

③
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
の
文
化
教
養
施
設

と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
も
、
墨

田
区
の
各
種
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
本

刀
文
化
の
普
及
振
興
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

中
の
公
開
承
認
施
設
取
得
を
目
指
し
準
備
を

進
め
、
関
係
各
所
に
引
続
き
ご
指
導
い
た
だ

き
、
日
本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
、
文

化
の
保
存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博
物
館
の

運
営
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。

⑤
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

　

資
料
室
に
お
い
て
所
蔵
す
る
古
伝
書
等
刀

剣
に
関
す
る
資
料
を
管
理
し
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保
存

方
法
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署
へ
の
届
け

出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
都
道
府
県
の
登
録

業
務
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、要
望
に
よ
り
、

刀
剣
類
、
文
献
、
甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

　

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
今
年
度
は
807
号

か
ら
818
号
ま
で
毎
月
発
行
い
た
し
ま
す
。
編

集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催
し
て

掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協
会
の
情

報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
普
及
、
知

識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
、
刀
職
、

愛
刀
家
の
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
活
用
い

た
し
ま
す
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
へ
の
普
及
の

た
め
に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
も
随
時
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
２
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
講
習
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

し
ま
す
。修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②�

第
57
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
・ 

第
51
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

　

今
年
度
は
７
月
下
旬
に
各
部
門
３
日
間

（
計
６
日
間
）、当
協
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の
部
と

研
磨
の
部
の
２
部
門
、
外
装
技
術
は
白
鞘
・

刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
３
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
研
修
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

就
か
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と
し
て
構
成
し
、

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら

な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は
特
別
研
修
コ

ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研
修
会
を
受
講

で
き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー

ス
も
設
け
、
特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
３

段
階
の
態
勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
ま
す
。

③
第
42
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
９
月
下
旬
に
４
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
本
研
修
会
は
文
化
庁
の
作
刀
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠

を
目
指
す
方
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
募
し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位

と
し
て
構
成
し
、
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
更
な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に

は
特
別
研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別

研
修
を
受
講
で
き
ま
す
。

④
村
下
養
成
講
座

　

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
１
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て
実

施
し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存
技

術
保
持
者（
村
下
）及
び
製
鉄
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
二
〇
二
四
年
度
現
代
刀
職
展

　

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
募
し
、
作
刀
の
部（
太
刀
・
刀
・

脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
高

松
宮
記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た

特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

ま
た
研
磨
の
部（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀

装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
７
部
門

に
つ
い
て
は
、
６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
受

け
付
け
、
６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
文

部
科
学
大
臣
賞
及
び
木
屋
賞
を
は
じ
め
と
し

た
特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考

し
、
全
部
門
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
、
賞

金
、
副
賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

（
４
）
検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

　

４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎

月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査

を
実
施
し
、
合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を

発
行
し
ま
す
。

　

刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当

月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す（
事

前
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
前
月

の
25
日
ま
で
、
書
面
の
場
合
は
前
月
の
７
日

ま
で
）。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
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会
長
が
委
嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及

び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

②
刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査
事
業

　

第
28
回
特
別
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
４

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
第
70
回
重
要
刀
剣

等
審
査
申
請
は
10
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で

各
々
受
け
付
け（
事
前
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
場
合
は
前
月
の
25
日
ま
で
、
書
面
の

場
合
は
前
月
の
７
日
ま
で
）、
各
々
審
査
会

を
開
催
し
、
指
定
さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書

を
発
行
し
ま
す
。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議

を
経
て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査

規
程
及
び
審
査
基
準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を

第
28
回
特
別
重
要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て

６
月
29
日
か
ら
７
月
28
日
ま
で
、
第
70
回
重

要
刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
５
年
１

月
11
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で
刀
剣
博
物
館
で

公
開
展
示
し
ま
す
。　

③
資
料
収
集
事
業

　

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、合
格
品
、

指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を
デ
ー
タ

で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
し
ま

す
。
特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い

て
は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設（
個
人
・
団
体
）に
職
員
を
派

遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押
形
の
採

取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、
あ

わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管
方
法
に
関
す

る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
収
集

し
た
資
料
は
適
宜
「
刀
剣
美
術
」
等
で
発
表

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
１
つ
の
目
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則
り
、
現

代
刀
職
展（
旧
新
作
名
刀
展
及
び
旧
刀
剣
研

磨
・
外
装
技
術
発
表
会
）の
審
査
結
果
を
踏

ま
え
て
対
象
者
を
無
鑑
査
に
認
定
し
ま
す
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
刀
家

の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
１
つ
の
目
標
と
な

り
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与
規
程
に
則
り
授

与
し
ま
す
。
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
伝
位
審

議
会
は
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
計
４

回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を
提
出

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
伝

位
を
授
与
し
ま
す
。
伝
位
授
与
者
は
広
報
誌

に
掲
載
し
ま
す
。

③
刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導

補
助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指
導

員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
指
導
員
、
指
導
補
助
員
は

広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

（
６
）
た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な
玉

鋼
の
確
保
の
た
め
に
、
た
た
ら
製
鉄
事
業
を

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
３
代
行
い
ま
す
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
６
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、そ
の
使
用
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
り
ま
す
。

（
７
）
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
81
カ
所
及
び
海
外
４
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て
刀

剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
と
し
ま
す
。
協

力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
相
当
と
判

断
し
た
場
合
は
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、

鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成

（
８
）
そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
し

ま
す
。

②
本
協
会
の
事
業
は
日
本
国
内
の
み
を
対
象

と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文
化
の

保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

③
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
の
文
化
教
養
施
設

と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
も
、
墨

田
区
の
各
種
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
本

刀
文
化
の
普
及
振
興
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

中
の
公
開
承
認
施
設
取
得
を
目
指
し
準
備
を

進
め
、
関
係
各
所
に
引
続
き
ご
指
導
い
た
だ

き
、
日
本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
、
文

化
の
保
存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博
物
館
の

運
営
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。

⑤
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

　

資
料
室
に
お
い
て
所
蔵
す
る
古
伝
書
等
刀

剣
に
関
す
る
資
料
を
管
理
し
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保
存

方
法
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署
へ
の
届
け

出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
都
道
府
県
の
登
録

業
務
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、要
望
に
よ
り
、

刀
剣
類
、
文
献
、
甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

　

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
今
年
度
は
807
号

か
ら
818
号
ま
で
毎
月
発
行
い
た
し
ま
す
。
編

集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催
し
て

掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協
会
の
情

報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
普
及
、
知

識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
、
刀
職
、

愛
刀
家
の
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
活
用
い

た
し
ま
す
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
へ
の
普
及
の

た
め
に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
も
随
時
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
２
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
講
習
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

し
ま
す
。修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②�

第
57
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
・ 

第
51
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

　

今
年
度
は
７
月
下
旬
に
各
部
門
３
日
間

（
計
６
日
間
）、当
協
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の
部
と

研
磨
の
部
の
２
部
門
、
外
装
技
術
は
白
鞘
・

刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
３
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
研
修
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

就
か
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と
し
て
構
成
し
、

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら

な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は
特
別
研
修
コ

ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研
修
会
を
受
講

で
き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー

ス
も
設
け
、
特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
３

段
階
の
態
勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
ま
す
。

③
第
42
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
９
月
下
旬
に
４
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
本
研
修
会
は
文
化
庁
の
作
刀
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠

を
目
指
す
方
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
募
し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位

と
し
て
構
成
し
、
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
更
な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に

は
特
別
研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別

研
修
を
受
講
で
き
ま
す
。

④
村
下
養
成
講
座

　

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
１
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て
実

施
し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存
技

術
保
持
者（
村
下
）及
び
製
鉄
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
二
〇
二
四
年
度
現
代
刀
職
展

　

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
募
し
、
作
刀
の
部（
太
刀
・
刀
・

脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
高

松
宮
記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た

特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

ま
た
研
磨
の
部（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀

装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
７
部
門

に
つ
い
て
は
、
６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
受

け
付
け
、
６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
文

部
科
学
大
臣
賞
及
び
木
屋
賞
を
は
じ
め
と
し

た
特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考

し
、
全
部
門
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
、
賞

金
、
副
賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

（
４
）
検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

　

４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎

月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査

を
実
施
し
、
合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を

発
行
し
ま
す
。

　

刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当

月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す（
事

前
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
前
月

の
25
日
ま
で
、
書
面
の
場
合
は
前
月
の
７
日

ま
で
）。
審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
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刀剣美術2024.5（808号）　　32

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

　　　　　 租税公課 30,800,000 0 30,800,000
　　　　　 助成費 5,600,000 0 5,600,000
　　　　　 支払保険料 2,587,000 493,000 3,080,000
　　　　　 書籍仕入費 11,290,000 0 11,290,000
　　　　　 顧問料 0 6,080,000 6,080,000
　　　　　 玉鋼材料費 10,830,000 0 10,830,000
　　　　　 支払負担金 138,000 62,000 200,000
　　　　　 渉外費 1,012,000 208,000 1,220,000
　　　　　 委託費 66,380,000 0 66,380,000
　　　　　 雑費 3,057,000 63,000 3,120,000
　　　　　 減価償却費 100,144,000 6,766,000 106,910,000
　　　　　 退職給付費用 7,068,000 372,000 7,440,000
　　　　　 会議費 0 10,000 10,000
　　　　　　　経常費用　計 530,535,000 29,265,000 559,800,000
　　　　　　　当期経常増減額 12,457,000 △ 8,877,000 3,580,000

　２．経常外増減の部
　　 ⑴ 経常外収益
　　　　　　　経常外収益　計 0 0 0
　　 ⑵ 経常外費用
　　　　　　　経常外費用　計 0 0 0
　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 12,457,000 △ 8,877,000 3,580,000
　　　　　　　一般正味財産期首残高 2,810,417,398 1,001,277,484 3,811,694,882
　　　　　　　一般正味財産期末残高 2,822,874,398 992,400,484 3,815,274,882
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　 一般正味財産への繰入額 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 7,637,000 △ 488,000 △ 8,125,000
　　　　　　　指定正味財産期首残高 250,592,991 5,114,142 255,707,133
　　　　　　　指定正味財産期末残高 242,955,991 4,626,142 247,582,133
Ⅲ　正味財産期末残高 3,065,830,389 997,026,626 4,062,857,015

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴ 経常収益
　　　　基本財産運用益 1,300,000 0 1,300,000
　　　　　 基本財産利息収益 1,300,000 0 1,300,000
　　　　特定資産運用益 50,000 0 50,000
　　　　　 特定資産受取利息 50,000 0 50,000
　　　　受取会費及び入会金 19,900,000 19,900,000 39,800,000
　　　　　 会費及び入会金 19,900,000 19,900,000 39,800,000
　　　　事業収益 509,455,000 0 509,455,000
　　　　 　刀剣博物館入館料収益 42,530,000 0 42,530,000
　　　　 　保存刀剣鑑定会収益 269,000,000 0 269,000,000
　　　　 　重要刀剣等指定会収益 71,500,000 0 71,500,000
　　　　 　鑑賞会収益 2,780,000 0 2,780,000
　　　　 　書籍売上収益 15,500,000 0 15,500,000
　　　　 　出版売上収益 5,300,000 0 5,300,000
　　　　 　広告料収益 13,800,000 0 13,800,000
　　　　 　伝位登録料収益 495,000 0 495,000
　　　　 　雑収益 2,900,000 0 2,900,000
　　　　 　たたら事業収益 85,650,000 0 85,650,000
　　　　受取補助金等 4,650,000 0 4,650,000
　　　　　 受取国庫補助金 4,650,000 0 4,650,000
　　　　受取寄付金 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　 指定正味財産からの振替額等 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　　 経常収益　計 542,992,000 20,388,000 563,380,000

　　⑵ 経常費用
　　　　　 役員報酬 3,136,000 3,504,000 6,640,000
　　　　　 給料手当 136,416,000 2,784,000 139,200,000
　　　　　 福利厚生費 21,660,000 1,140,000 22,800,000
　　　　　 賃金 24,040,000 0 24,040,000
　　　　　 旅費交通費 5,325,000 2,755,000 8,080,000
　　　　　 通信運搬費 10,070,000 530,000 10,600,000
　　　　　 消耗品費 3,055,000 265,000 3,320,000
　　　　　 印刷製本費 25,900,000 0 25,900,000
　　　　　 光熱水料費 10,930,000 950,000 11,880,000
　　　　　 修繕費 14,095,000 1,225,000 15,320,000
　　　　　 賃借料 27,342,000 2,058,000 29,400,000
　　　　　 広告宣伝費 9,660,000 0 9,660,000

（単位:円）

正味財産増減予算書

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
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33　　刀剣美術2024.5（808号）

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

　　　　　 租税公課 30,800,000 0 30,800,000
　　　　　 助成費 5,600,000 0 5,600,000
　　　　　 支払保険料 2,587,000 493,000 3,080,000
　　　　　 書籍仕入費 11,290,000 0 11,290,000
　　　　　 顧問料 0 6,080,000 6,080,000
　　　　　 玉鋼材料費 10,830,000 0 10,830,000
　　　　　 支払負担金 138,000 62,000 200,000
　　　　　 渉外費 1,012,000 208,000 1,220,000
　　　　　 委託費 66,380,000 0 66,380,000
　　　　　 雑費 3,057,000 63,000 3,120,000
　　　　　 減価償却費 100,144,000 6,766,000 106,910,000
　　　　　 退職給付費用 7,068,000 372,000 7,440,000
　　　　　 会議費 0 10,000 10,000
　　　　　　　経常費用　計 530,535,000 29,265,000 559,800,000
　　　　　　　当期経常増減額 12,457,000 △ 8,877,000 3,580,000

　２．経常外増減の部
　　 ⑴ 経常外収益
　　　　　　　経常外収益　計 0 0 0
　　 ⑵ 経常外費用
　　　　　　　経常外費用　計 0 0 0
　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 12,457,000 △ 8,877,000 3,580,000
　　　　　　　一般正味財産期首残高 2,810,417,398 1,001,277,484 3,811,694,882
　　　　　　　一般正味財産期末残高 2,822,874,398 992,400,484 3,815,274,882
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　 一般正味財産への繰入額 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 7,637,000 △ 488,000 △ 8,125,000
　　　　　　　指定正味財産期首残高 250,592,991 5,114,142 255,707,133
　　　　　　　指定正味財産期末残高 242,955,991 4,626,142 247,582,133
Ⅲ　正味財産期末残高 3,065,830,389 997,026,626 4,062,857,015

設備投資の内容 支出又は収入の
予定額

資金調達方法
又は取得資金の使途

エントランスボラード
設置工事 2, 900, 000 自己資金

　　　 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類

　　　　　　　　令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

（１）資金調達の見込みについて

　　　当期中に借入れによる資金調達の予定はありません。

（２）設備投資の見込みについて

　　　当期中における重要な設備投資の予定…　　　　　あり

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴ 経常収益
　　　　基本財産運用益 1,300,000 0 1,300,000
　　　　　 基本財産利息収益 1,300,000 0 1,300,000
　　　　特定資産運用益 50,000 0 50,000
　　　　　 特定資産受取利息 50,000 0 50,000
　　　　受取会費及び入会金 19,900,000 19,900,000 39,800,000
　　　　　 会費及び入会金 19,900,000 19,900,000 39,800,000
　　　　事業収益 509,455,000 0 509,455,000
　　　　 　刀剣博物館入館料収益 42,530,000 0 42,530,000
　　　　 　保存刀剣鑑定会収益 269,000,000 0 269,000,000
　　　　 　重要刀剣等指定会収益 71,500,000 0 71,500,000
　　　　 　鑑賞会収益 2,780,000 0 2,780,000
　　　　 　書籍売上収益 15,500,000 0 15,500,000
　　　　 　出版売上収益 5,300,000 0 5,300,000
　　　　 　広告料収益 13,800,000 0 13,800,000
　　　　 　伝位登録料収益 495,000 0 495,000
　　　　 　雑収益 2,900,000 0 2,900,000
　　　　 　たたら事業収益 85,650,000 0 85,650,000
　　　　受取補助金等 4,650,000 0 4,650,000
　　　　　 受取国庫補助金 4,650,000 0 4,650,000
　　　　受取寄付金 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　 指定正味財産からの振替額等 7,637,000 488,000 8,125,000
　　　　　　 経常収益　計 542,992,000 20,388,000 563,380,000

　　⑵ 経常費用
　　　　　 役員報酬 3,136,000 3,504,000 6,640,000
　　　　　 給料手当 136,416,000 2,784,000 139,200,000
　　　　　 福利厚生費 21,660,000 1,140,000 22,800,000
　　　　　 賃金 24,040,000 0 24,040,000
　　　　　 旅費交通費 5,325,000 2,755,000 8,080,000
　　　　　 通信運搬費 10,070,000 530,000 10,600,000
　　　　　 消耗品費 3,055,000 265,000 3,320,000
　　　　　 印刷製本費 25,900,000 0 25,900,000
　　　　　 光熱水料費 10,930,000 950,000 11,880,000
　　　　　 修繕費 14,095,000 1,225,000 15,320,000
　　　　　 賃借料 27,342,000 2,058,000 29,400,000
　　　　　 広告宣伝費 9,660,000 0 9,660,000
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